
  

 

 いつまでも健やかに・・・ 

        ‐‐私たちの願いです。 

第32号 高田病院広報誌 

基本理念/基本方針/患者さまの権利宣言 

診療情報/セカンドオピニオン/個人情報 

薬局コラム「熱中症」 

リハビリコラム「嚥下体操」 

地域医療連携センターコラム 

      「特定疾患治療研究事業」 

栄養室コラム「苦瓜」 

心理相談室コラム「心理相談室のご案内」 

通所リハビリコラム「屋外行事」 

コミュニティーガーデンほりえ通信 

      「合同夏祭り」 

イベント 

ボランティア報告 

院内勉強会/図書室のご紹介 

行事予定/編集後記 

低：すべてに謙虚な気持ちで接する 

賞：お互いを思いやり、敬意をはらう 

感：すべてに感謝する     

微：微笑みを添えて、態度で示す 

低 賞 感 微 

発行日:平成24年8月1日 
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 患者さまの意思と権利を尊重し、 

     「医療人としての感性（低賞感微）」 

          に満ちた医療・福祉活動を提供します.。 

1. 慢性期病院としての豊かな「感性・知識」に基づいたヒューマン・サービスの提供  

 を全職員で目指します。 

2. 地域との連携及び病診連携を図り、在宅復帰に向けたシームレスでしかも一貫した 

 高齢者医療や福祉を目指し、地域社会の幸福に貢献します。 

3. 予防医学（健康診断・人間ドック）の充実を図り、生活習慣病の予防・早期発見を 

 目指し、地域社会の発展に貢献します。 

4. 職員の生活向上と幸福に寄与します。 

 すべての人は、人格を尊重され健康に生きる権利を有しています。患者さまにおかれまして

は、健康を回復し、維持増進するために、医療スタッフの助言協力を得て、患者様の選択のも

とに、最善の医療を受ける事は人として基本的権利です。 

 

【平等で良質な医療を受ける権利】 

  患者さまは本人の経済的社会的地位、年令、性別、疾患の種類などにかかわらず平等で 

  良質な医療を受ける権利が有ります。 

【選択の自由の権利】 

  患者さまは担当医師および医療機関を選択し、または変更する権利があります。またい 

  かなる時でも他の医療機関の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があり 

  ます。 

【知る権利】 

  患者さまは、自らの状況（病名、病状、検査結果）について納得するまで充分に説明を 

  受ける権利があります。 

【自己決定権】 

  患者さまは納得できるまで説明を受けたのち、医療スタッフの提案する医療行為を自分 

  で選択する、同意して受ける、あるいは拒否する権利があります。 

【個人情報の保護】 

  患者さまは、全ての個人情報、プライバシーが守られる権利があります。   

当院では、患者さま・ご家族より診療情報の提供（診療内容の説明）及び開示（カ

ルテ開示）についてお申し出があった際は速やかに対応させていただくシステムに

なっておりますが、提供・開示の際に必要な条件書類等がございます。 

 

  ～診療情報の提供及び開示の条件・必要書類・申請方法～ 

     担当の窓口にて対応させて頂きます。 

     御遠慮なく病棟スタッフへお申し出ください。 
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患者さま・ご家族が、当院で十分納得していただいて、患者さまが主体的に治療を受けて

いただく為に、第三者である他医療機関の医師の診療を受けることについては、それに応

じさせていただいております。 

※セカンドオピニオンとは．．． 

  セカンドオピニオン＝第2の意見。主治医以外の医師の意見。 

  現在の主治医以外の診断や治療方針を聞くことで十分に納得して 

  患者さまご自身が主体的に治療を受けていただく為に実施されて 

  います。 

  『セカンドオピニオン外来』が設置されている医療機関では保険 

  診療が認められ、5,000円で算定されますが、内容によっては自 

  費で10,500円～20,000円支払う所もあります。 

     

 当院は、個人の権利・利益を保護するために、個人情報を適切に管理することを 

 社会的責務と考えます。 

 個人情報保護に関する方針を以下のとおり定め、職員及び関係者に周知徹底を図  

 り、これまで以上に個人情報保護に努めます。 

 

  １. 個人情報の収集・利用・提供 

    個人情報を保護・管理する体制を確立し、適切な個人情報の収集・  

    利用および提供に関する内部規則を定め、これを遵守します。 

  ２. 個人情報の安全対策 

    個人情報への不正アクセス、個人情報の紛失、破壊、改ざんおよび  

    漏洩などに関する万全の予防措置を講じます。 

    万一の問題発生時には速やかな是正対策を実施します。 

  ３. 個人情報の確認・訂正・利用停止 

    当該本人（患者さま）等からの内容の確認・訂正あるいは利用停止  

    を求められた場合には、別に定める内部規則により、調査の上、適 

    切に対応します。 

  ４. 個人情報に関する法令・規範の遵守 

    個人情報に関する法令およびその他の規範を遵守します。 

  ５. 教育および継続的改善 

    個人情報保護体制を適切に維持するため、職員の教育・研修を徹底 

    し、内部規則を継続的に見直し、改善します。 

  ６. 診療情報の提供・開示 

    診療情報の提供・開示に関しては、別に定めます。 

  ７. 問い合わせ窓口 

    個人情報に関する問い合わせは、各部署責任者または以下の窓口を   

    ご利用ください。 

    個人情報保護相談窓口：地域医療連携センター 
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記事担当：英（薬剤師） 

 
計画停電の実施もあり、節電の夏ですが、相次ぐ熱中症ですでに死者も発生しています。

野外でのスポ－ツはもちろん、室内での熱中症も多いので注意が必要です。熱中症に関し

ては、早期発見・早期治療が重要なのです。 

 

熱中症の症状 

I度（軽症）：大量の汗、立ちくらみ、筋肉痛 

 大量の汗によって血液の量が減少するため、脳への血流が不十分になり、めまいや立ち

くらみを起こします。症状としては大量の発汗、立ちくらみに加え、顔面蒼白や呼吸回数

の増加、唇のしびれ、筋肉痛やこむら返りなどがみられます。 

この段階は、現場での応急処置（水分補給、涼しいところで休む、 

身体の冷却）で対応できる軽症です。 

 

II度（中等症）：頭痛、嘔吐、嘔気 

 頭痛、吐き気、嘔吐、体のだるさ、体に力が入らないといった自覚症状があらわれてき

ます。こうした症状がみられる場合には、すぐに病院で治療を受けるようにしましょう。 

 

III度（重症）：意識障害、けいれん 

 急激な体温上昇によって、ときには41℃を超えることもあります。呼びかけや刺激への

反応がおかしい、意識がないといった意識障害や、体にガクガクとひきつけ

やけいれんを起こす、真っ直ぐに歩けないといった運動障害がみられます。 

すぐに医療機関へ搬送する必要があります。また、救急隊が到着するまでの

間にも、できるだけ体の冷却を行うようにしましょう。 

 

 熱中症における臓器障害は脱水に伴う循環障害と高熱の両者によって引き起こされま

す。臓器障害の抑止には水分補給と体温を下げることがキーポイントとなります。 

 

 

 

 

 

 

レモン果汁やグレープフルーツ果汁を入れると飲みやすくなりますし、カリウムの補給に

もなります。まず、白湯で作り、冷まして水にした方が、溶けやすく簡単です。 

 

水分はこまめに摂るよう心がけ、節電の夏を上手に乗り切りましょう。 

経口補水のつくり方 

水    １０００ｍｌ 

塩     ３ｇ（小さじ２分の１）  

砂糖   ４０ｇ（大さじ４杯＋小さじ1杯） 
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嚥下体操の続きはまた次号でお伝えします・・・  記事担当：久保園（言語聴覚士） 

     小屋敷（作業療法士） 
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この事業では「原因が不明、治療法が未確立、かつ後遺症を残すおそれが少なくない疾病」 

……いわゆる、完全に治療することが困難な不治の病が対象です。 

①診断基準が一応確立している。 

②難治度、重症度が高い。③比較的患者数が少ない疾患である。 

①～③の条件を満たした病気の原因究明や治療法の確立の為に、調査研究を行っています。対

象疾患の患者さま・その御家族には日常生活の制限はもちろん、多大な経済的負担が圧し掛

かってきます。そこで、国の対策として難病医療費支援制度というものを設けています。 

 

 

実施主体：都道府県 

治療研究期間：原則として1年間（有効期間 10月1日～翌年9月30日） 

       毎年の更新が必要です。（中には6ヵ月期限の疾患もあります） 

対象者：特定疾患治療研究事業対象疾患（平成21年までで56疾患が対象）に罹患・医療を受

けており保険診療の際に自己負担がある者 

 

56疾患のうち有名な疾患名として筋委縮性側索硬化症（ALS）が挙げられます。 

重篤な筋肉の萎縮と筋力低下をきたす神経変性疾患で、罹患された方として、 

◇アメリカ メジャーリーガー ルー・ゲーリック氏 

◇イギリスの理論物理学者 スティーブン・ホーキンス氏 

◇日本では、医師でもあり衆議院議員でもあった 德田虎雄氏……などが挙げられます。 

テレビ等で見て記憶に残られている方もいらっしゃるのではないでしょうか。 

５６の対象疾患に罹患している場合、申請手続きをすることで、 

『特定疾患医療受給者証』の交付を受ける事ができます。受給者証があれば、 

治療に掛かった医療費の一部（疾患によっては全額）を国と都道府県が 

公費負担として助成してくれます。 

※①難病の為に生活に著しい支障のある重症患者  

②スモン・プリオン病・難治性の肝炎のうち劇症肝炎・重症急性膵炎 

重症多形滲出性紅斑（急性期）の患者 

③生計中心者の市町民税が非課税の方 

①～③の方は、全額公費負担です。それ以外の方は生計中心者の前年の所得税課税

年額によって一部負担額が異なります。（詳細はお問い合わせ下さい）   

少し話が逸れましたが、申請要件とその手続き方法の概要をお伝え致します。 
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記事担当：上坂元（医療ソーシャルワーカー） 

①医療保険に加入している事 

②鹿児島県に住票がある事 

③対象疾患である事、   となります。 

＜医療機関＞ 

②、⑦、⑧等の記載 

書類お渡し 記載依頼 

申請 受給者証の交付 

結果通知 審査依頼 

軽快者には、登録者証の交付 

患
者
さ
ま
・
御
家
族 

◇手続きに必要な書類を揃えます。 

①特定疾患医療受給者証交付申請書②臨床調査個人票（医師の診断書） 

③住民票④患者さまの生計中心者の所得状況を確認できる書類 

⑤健康保険証（又は高齢者医療保険証）のコピー⑥世帯調書――等。 

※重症疾患（日常生活に著しい支障のある疾患）認定の場合は…… 

さらに⑦重症患者認定申請書⑧医師の診断書等認定に必要な書類が必要。 

更新の際、日常生活に支障がなく、特別な治療が

不要になり、治療必要な臓器合併症等がない等の

状態が1年以上満たした者は軽快者（対象24疾

患）となります。 

軽快者は、公費負担医療の対象外となり、登録者

証が交付されます。悪化の際は医師の確認後、再

対象となります。 

◇提出先：保健所等  

◇認定審査 都道府県 

（特定疾患対策協議会）  

※その他詳細は、最寄りの保健所、鹿児島県難病相談・支援センターにお問い合

わせください。難病医学研究財団/難病情報センターでは、ホームページにて情

報を掲載しておりますので、御参照下さい。  
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記事担当：大久保（管理栄養士） 

苦瓜は、熱帯アジアを原産とするウリ科の植物です。和名を「ツルレイシ」といい、本州

では独特の苦味から「苦瓜」と呼ばれています。沖縄では「ゴーヤ」と呼ばれています。 

苦瓜の種類は多くあり、九州産は細長く苦味が強く、沖縄産は肉厚で太く苦味が少ないの

が特徴です。 

今回は暑い夏の栄養補給に欠かせない苦瓜についてご紹介します。 

苦瓜は、水分が多く全体の９５％を占めていますが、ビタミンCがキャベツの約２倍と

豊富に含まれています。また苦瓜に含まれるビタミンCは加熱によってもほとんど壊れ

ないのが特徴です。ビタミンCは風邪の予防などに効果があります。 

その他にも疲労回復に効果的なカロテンや高血圧予防に役立つカリウム、ビタミン

B1、マグネシウム、鉄分、リン、食物繊維などが含まれます。 

苦瓜成分のチャランチンは膵臓のランゲルハンスβ細胞に働きかけ、インスリンの分泌を

促します。また苦味成分のモモルデシンは、血糖値や血圧を下げる作用、食欲を増進する

働きや,整腸作用があることもわかってきています。 

苦瓜の種の中に多く含まれる成分として、共役リノール酸があります。 

共役リノール酸は、脂肪燃焼を促す働きがあり、ダイエット効果があるとされています。 

材料           作り方 

苦瓜   １本        １（苦瓜の下ごしらえ）  

酢    １００ｃｃ      縦半分に切り、スプーンで種をかきだす 

砂糖   大３        ２ 5mm位にスライスする。塩（分量外）をふ 

塩    小１            りしんなりするまでおく（約３０分位） 

赤唐辛子 １本        ３ しんなりしたらザルにあげて熱湯をかける 

    ４ 保存容器に調味料をいれ湯ぎりした苦瓜を             

      漬け込む。 

   5 冷蔵庫で半日くらいおいて出来上がり 
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記事担当：田實（臨床心理士） 

～ おかげさまで、心理相談室を開設させて頂いて5年目になります ～ 

平成20年4月より当院入院・通院患者さまを対象とした相談活動と、

職員のメンタルヘルス相談活動を主に取り組んで参りました。 

 開設当初は心理面接といったものは、あまり馴染みのないものだったか

もしれません。しかし気付けばこれまでに、650名（延べ）を越える

方々にご来室頂いており、少しずつ、少しずつ身近な相談室になりつつあ 

るのではと感じております。 

とはいえ、まだまだ“入りにくい”と感じる方もいらっしゃると思いますので、

困った時に“活用しやすい相談室”を目指して、これからも努めて参りますので、

今後とも宜しくお願い申し上げます。当院に入院・通院されている方々、またその

ご家族を対象とした相談活動に関しましては、下記案内をご参照下さい。 

 

                記 

対  象   高田病院に入院・通院されている方々、またそのご家族 

場  所   心理相談室（高田病院2階） 

申込み方法  お電話にてお申し込み下さい 

         外線 099-226-4325  内線 219 

相談時間   月曜日～金曜日（午前9時～午後5時） 

火曜日午前中は除く 

       面接時間 一人50分以内 

費  用   無料 

※相談に来られた方のプライバシーは、厳重に守られます。 

 時々、「話したって何の解決にもならないし」と言われることがありますが、

そんなイメージを持たれる方にこそ、一度ご来室頂けないかと思うことがありま

す。確かに、実際の面接場面では、直ちに悩みを解決出来るような明確な策を提

示する、ということはあまりありません。それでは、どのようにご活用いただけ

るかというと・・・、面接は、相談に来られた方にとって、これまでお一人で抱

えてていたものを、一度おろしてほっとされたり、ご自身と向き合い、理解や気

付きを得ていく“場”となります。相談に来られた方の多くが、面接が終わる頃

にはこの場での体験を通して、生活の中の問題や悩みに対し、解決に向かう姿勢

や方法を、“ご自身”で見つけていかれるようになります。お一人ではなかなか

向き合えなくても、吐き出せる、整理しなおす場があれば、ご自身で解決できる

力を、多くの方が持ってらっしゃいます。ですから“誰かに解決してもらう”、

というよりも、“セルフケアの一環として、面接を活用する”と捉えて頂ければ

と思います。何か辛い事があった時、苦しい時は、“話したって”と思われる前

に一度、ご自身による解決手段の一方法として、面接の活用をご検討下さい。 
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介護給付・予防給付の方を対象にした、通所リハビリテーショ

ンとなっています。医療との連携を図りながら、重度の方の受

け入れもさせて頂いております。是非、御相談下さい。 

 

営業日：月曜～土曜、祝日 ９：２０～１５：３５ 

記事担当：岩崎（介護職） 

当院の通所リハビリでは季節に合わせた屋外でのレクリエーションを実施しています。 

今回は春に実施した木市見学の様子をご紹介します。 

お一人で外出することが難しい方も多く、外出行事はとても喜ばれています。 

                     

○春の木市 

 ３～５月に甲突川沿いで行われています。各地から運ばれ松や果樹などの植木、花が 

販売されています。  

 数十万もする植木を皆で見学。       花が鮮やかで綺麗ですね。 

            

※入浴.リハビリ等のサービスは、午前中に実施し、午後から木市見学に出かけます。    

※目的地までの移動は送迎用の車を使用します。 

※見学の途中や帰り際に、水分補給・トイレ休憩をとります。 

※利用日に合わせ、週に数回分けて行われます。 

 

通所リハビリでの活動はほぼ屋内ですが、利用なされた際には是非こちらの 

レクリエーションにもご参加下さい。良い気分転換になると思います。 
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記事担当：小林（ほりえ） 

今年の梅雨はまさに長雨・・・あちこちで災害が起きる中、鹿児島でも大きな災害こそ

免れはしましたが、今年の梅雨は相当な雨量だったのではないかと思います。 

さてさて、ようやく梅雨も明けホットするのも束の間…夏が本格的に訪れ厳しい暑さを

迎えることとなりました。コミュニティガーデンほりえでは７月２５日（水）に毎年恒例

の合同夏祭が行われ大盛況でした。中でも１番人気は抽選会！ハズレくじなしの抽選会は

誰が当たるかドキドキしながら発表を待ちました。見事に特賞を手にされた方は思いもよ

らぬ幸運に満面の笑みで何度もありがとうとおっしゃって下さいました。 

抽選会のプレゼントはそれぞれ中身が違うものを 

風の街のスタッフが選りすぐりかわいくラッピング 

までしてくれました(@^^)/~~~風の街のスタッフは 

テキパキと準備してくれたり利用者様方のことを深 

く思って楽しませてくれたりとても頼りになる面々 

が勢ぞろいしています。うちの自慢のスタッフ達です。 

ここで、涼と食を求めて行われたスイカ割大会をお見せ 

します。今年はうまく割れることがなかったのですが、 

後から包丁で割っておいしくいただきました～！夏祭り、とても楽しかったよ！  

 ＜ 避難訓練 ＞ 

 ７月３０日は合同避難訓練がおこなわれまし

た。今回は夜間帯に火災が起きた場合を想定し、

限られた職員でどのように対応するか訓練してみ

ました。まだまだ反省点が多いですが今回の反省

を元に緊急時や災害時の対応を職員全員が肝に銘

じておくようにしていきたいと思います。８月に

は、救命救急の合同勉強会も予定しています。入

居者様や利用者様のお力添えができるよう自己研

鑚に努めます！ 

＊
＊おまけ＊  

 １年半ぶりに南岳が噴火したあの日・・・鹿児

島市内はグレーな街並みと強烈な硫黄の臭いに見

舞われました。次の日の朝、６階のテラスから下

を覗き込むと・・・ 

とある管理者の車が何色であるか分からなく

なっておりました＼(◎o◎)／！ 

普段はあんなに目立つ色の車に乗っているの

に・・・。 

気の毒な１枚を記念に収めた小林でした。 
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記事担当：宮口（総務） 

今年度の新人歓迎会も、前年に負けず、大変盛り上がった会となりました。 

今年度入職された新人のみなさんには毎年恒例の出し物をしてもらい、より結束が深

まったのではないでしょうか。今後も若い力を存分に発揮していただき、玉昌会に新

風を巻き起こしてもらいたいと思います。 

5月24日 サンロイヤルホテル 

5月19日～5月20日  

6月29日～6月30日 ウェルビューかごしま 

記事担当：松山（総務） 

5月19日～20日に部署トップ管理者宿泊研修、6月29日～30

日に部署サブ管理者宿泊研修が行われました。 

両病院で約100名の管理者の方々が、『管理職に求められる役

割の理解』・『管理者としてのコミュニケーションスキル』 に

ついて学びました。 

≪研修を終えての感想≫ 

・同じ立場にある方々とコミュニケーションや話し合いがで 

 き、良い機会になりました。 

・管理者として他の方の悩み等も聞けて、自分だけではない、  

 という気持ちで楽になりました。 

・人の話を聞いて理解することの難しさを認識しました。 

・部下の思いや、上司としての役割が分かったので、今後に 

 生かしたい。 
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4・5・.6月のお誕生日の方を対象としたお誕生日会が6月21日に開催されました。 

職員より歌や劇、ボランティアの方や実習生によるギターの演奏やダンスで、患者さま・

ご家族の方も大変楽しんでいるご様子でした。 

★プログラム★ 

1.開会の挨拶 

2.院長先生のお言葉 

3.職員による歌 

『Happy Birthday・茶摘み』 

4.実習生によるダンス 

5.ボランティアの方による歌と演奏 

6.新入職者によるダンス 

7.職員による劇 

『したきりすずめ』 

8.患者さま・お礼の言葉 

9.終わりの言葉 

6月21日 通所リハビリ室 

法人学会終了後に、2011年度に法人及び両病院内において、 

他の職員の模範となる取り組みを実施した職員への表彰式が 

執り行われました。 

【理事長賞】三反田 美保（外来部門担当師長） 

【高田病院 院長賞】 

                  朝沼 亜由美（教育担当・3F5F病棟担当師長） 

記事担当：上坂元（医療ソーシャルワーカー） 

6月16日 ウェルビューかごしま 

【第1部】 研究発表会 

①昼夜逆転のある患者さまへの援助 

   ～日内リズムを整えることの重要性～ 

③重心計を使った座位訓練の効果のついて 

   ～座位セルフモニタリングに関する一考察～ 

⑤薬局への返却薬剤についての調査と有効活用の現状 

⑦治療や援助を拒否する抑うつ患者さまへの看護 

   ～マッサージ・タッチングケアの試み～ 

【第2部】 懇親会 

 

 

看護部 野元 奈保子 

 

リハビリ室 荻 由香梨 

薬局 今門 咲子 

 

看護部 永野 理恵 
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記事担当：上坂元（医療ソーシャルワーカー） 

＜職場体験活動を終えて＞ 

・初めての体験で緊張したけど、看護師さん達といっしょに回って見たりしました。シーツ交

換をしたりドライヤーで髪を乾かしたり、入浴のお手伝いができました。慣れない事もあっ

たけど、分からない所はしっかりと聞いて動けたのでよかったです。この3日間、いい体験

ができました。 

・私は将来医者になりたいと思っています。今回の体験で、病院で働くということが意外と重

労働だということと、患者さんを気に掛けることがとても大切なことだと学びました。 

 今回学んだことを、これからの進路設定や社会人になったときに生かしたいと思います。 

・病院の仕事はこういうことをするのだな、と思いました。慣れないこともありましたが、 

 看護師・ケアワーカーの方々が優しく教えて下さり、失敗しながらもきちんとできました。

患者さんとも仲良くなれて、楽しく、凄く充実した体験学習を送ることができました。 

・最初はとても緊張しました。だけど担当の方々が優しく教えてくれたので、いろいろな体験

ができたのでよかったです。失敗したこともありましたが、この3日間で仕事の大切さ・大

変さがもっと分かることができ、将来の為の良い勉強になりました。 

 ありがとうございました。  

※感想文は誌面の都合により、原文より抜粋・編集しております。 

介護業務への同行や、環境整備等、一生懸命取り組まれていました。 

入浴後の濡れた髪をドライヤーで乾かす介助や、ストレッチャーでの患者さまの移動介助にも

汗を流されていました。 

平成2４年５月２９日～３１日までの３日間、甲東中学校３年生４名が職場体験学習を 

行う為に、来院して下さいました。今回は、全員病棟での体験をご希望ということです。 

『回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟 6階』『療養病棟 各3階・4階・5階』４ヶ所に1名ずつ配属され

職場体験学習に勤しまれていました。  
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  参 加 率 

  5月 災害時の対応について ７１％ 

    6月 接遇について 

転倒・転落について 

７５％ 

６３％ 

職員が時間をみつけて、忙しいながらも意欲的に勉強会に参加しております。職員全員の

知識・技術の向上の為、今後も頑張っていきたいと思います。 

記事担当：教育委員会 

当院では、鹿児島市社会福祉協議会ボランティアセンターへ登録を行い、 

   ①入院患者さまとの交流を深めて頂ける方 

   ②通所リハビリ利用者さまとの交流を深めて頂ける方 

   ③通所リハビリ職員の業務補佐をして頂ける方 

   ④院内託児所において子供の世話をして頂ける方 

   ⑤行事の催し物で演奏・演芸等を披露して頂ける方 を常に募集しています。 

ボランティア受付窓口として、地域医療連携センターが設置されていますので、 

お気軽にお問い合わせ下さい。（担当：上坂元） 

  【お問い合わせ】 

   高田病院 代表 099-226-4325（内線 388/389） 

   直通 099-226-4361 

   AM 9：00 ～ PM 5：00 ※日曜・祝日は不在となります。 

 ほっと一息、本の世界へ浸るのはいかがでしょうか？高田病院2階には、小規模ではあり

ますが、図書室を設けております。一般図書や月刊誌、健康や医療に関する本などを取り

揃えております。今後も、患者さまやご家族さまにとってご利用しやすい図書室を目指し

ていきますので、ぜひ図書室をご利用いただき、ご希望の本やその他ご要望などございま

したら、お気軽に職員へお申し付けください。 
記事担当：図書委員会 
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 【編集後記】 

 毎日暑い日が続いておりますが、体調などは崩されてはおりませんでしょうか？ 

さて、今回の表紙は、「ハイビスカス」です。夏・南国を代表する花としてこの時期よく 

見かけることと思います。アロハシャツのイラストなどにもよく使われていますよね。 

また、ハイビスカスの花言葉は、花の色によってそれぞれ違います。 

赤色は、「勇敢」・白色は「繊細な美」・ピンクは「華やか」という花言葉をもっている 

そうです。最近では、ハイビスカスを紅茶・ジュースに使用したり、オイルとして美容に 

も効果があるそうです。                                             

                             （編集委員：宮口） 
 

※なお、本掲載分の個人名・団体名につきましては、個人情報保護法に基づき、 

 本人または御家族の同意を得て掲載されております。 

※職員による手作りの為、誤字・脱字があるかもしれませんが、ご了承ください。 

日本医療機能評価機構認定病院とは．．． 

質の高い医療サービスの提供を支援する目的で、第三者として中立的な立場で病院機能を評価する

（財）日本医療機能評価機構に認定された病院です。 

医療法人 玉昌会 高田病院 
●内科（人工透析含む） ●消化器科 ●泌尿器科 

●リハビリテーション科 ●循環器科 ●皮膚科 

〒892－0824 鹿児島市堀江町５番１号 

TEL  099－226－4325 

FAX  099－222－8386 

URL  http://www.gyokushoukai.com 

日本医療機能評価機構認定病院 ISO9001取得

 
診 療 

科目 

 

 

★買い物訓練 

★外出行事 

皆さまからご好評を頂いており 

随時行っていく予定です。 

9月 お誕生会 

階層別宿泊研修 

10月 合同スタッフ会議 

11月 在宅総括会議 


